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論 文 内 容 要 旨
本研究は記述方法の側からアプローチした設計方法論の一つに位置づけられる。その概要は、現代建築に特徴的にあ
らわれる流動的空間を対象に据え、運動する身体から環境を捉えるもので、同 じく運動ナる身体 と環境 との相互依存性
を論じた生態学的視覚論、すなわちアフォーダンス理論を援用す ることによって、建築空間を読み解 くための新たな視


















ロー レンス ・ハルプ リンの 〈モーテーション〉、フィ リップ ・シールの くノーテーション〉など特筆できる取 り組みが
存在する。 しか し、先の生態心理学の知見を取 りこんで表記を発展させたものはなかった。
そこで、本研究では、アフォーダンス理論のキー概念である遮蔽縁 と包囲光配置をヒン トに、生態学的空間記述方法





論であることを指摘 し、同理論は知覚心理学者のデ ビット・マー らによっても認知との結びつきにおいて極めて深い関
係性を結ぶことが指摘 されていることを確認 した。
また、そもそも記述 とは何か とい う問いに答えるために、地図の起源にまで遡 り、人類にとって記述することが、現
前する事象 を描 き留めるだけではなく、新 しい世界を見出していくための方法であることを述べた。 さらに、現代建築
の流動性に関して、それらの流動性の原点に近代建築の巨匠であるコル ビュジェやライ トの 「スロープ」が挙げられる
こと、現代建築の 「斜床」や 「チューブ状経路」が空間体験として新たな位相に展開していることを確認 した。一方、













際 流動的空間を規定す る項 目として挙げたのが・斜床・チューズ 湾曲壁、大ボリュームの4項 目であ り・それ らに
該当するものの中から代表作を対象 として選んだ・ここで・対象 は何れ も入 り口から目的室までの経路をある程度一意
に決定することのできる美術館 ・博物館系施設 として、何れも折れ曲が りや湾曲を含んだ動線に特徴のある対象である
ことを確認した。次に、遮蔽縁シーンブックの作成プロセスとして、二次元情報としての遮蔽縁か ら、時間軸上に並ぶ
シーンの前後で表れる遮蔽縁どうしを連続化 させる作業によって立体化する方法について説明 した。得 られた各対象の
遮蔽縁シーンブ ックはどの対象 も遮蔽縁の襞がゆらゆらとした動きを示すダイナミックなものであった。これ らを微視
的に見ていくと、遮蔽縁の出現や消滅によって、シーンブ ック上に明確な切 り替 りの部分が存在 し、平面上の明確な屈
曲部とは異なる位置に表れることがわかった。このことか ら、この切 り替わりの位置を視覚体験上の糊1亅な場所と考え、












遮蔽縁は、長 さと本数の変化か ら捉えられたのに対 し、光はかたちの大きさと複雑さの変化、っま り面積 と周長によ
つて捉えられるものと考えた。その上で、光を明暗の縁 として取 り出す ことを試み、それを明暗縁 と呼ぶことに した。
次に、明暗縁の抽出は、画像加工ソフ トを用い、明暗分布の強調により機械的に行 うことができ、それをもとにした明
暗縁シーンブックの作成プロセスを示した。このように して光の動きを可視化 した明暗縁シーンブックが対象 ごとに得
られた。
分析として、第三章で得 られた分節点を用いて、経路ごとに分けた明暗縁シーンブックについて議論を行っていく。
各シ』ンに表れ る明暗縁の面積と長さを計測した後、シーン毎の差分 を経路ごとに合計し、シーン数で除 して経路ごと
の変化率を得た
。これに経路のシーン数を加えた3変 数をもとに分析 を行い、主成分分析およびクラスター分析を行 っ


























































よって,本 論文は博士(工学)の学位論文 として合格 と認める。
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